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信

　

私
は
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
1
9
4
7
年
生
ま
れ
で
、
こ
の
憲
法
の
下
で
66
年
間
生

活
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
憲
法
、
特
に
第
九
条
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
母
か
ら
空
襲
で
逃
げ
た
話
や
軍
需
工
場
で
働
い
た

話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
1
9
5
6
年
小
学
3
年
の
春
休
み
、
愛
媛
県
松
山

市
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
の
原
爆
展
で
感
じ
た「
世
の
中
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

の
か
」と
い
う
驚
き
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

憲
法
前
文
に
は「
日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を

支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の

公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し

た
。・
・
・
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」と
あ
り
ま
す
。
戦
争

の
悲
惨
を
体
験
し
た
当
時
の
人
々
は
本
当
に
そ
う
思
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
恒
久
の
平
和
」と
い
う
言
葉
は
カ
ン
ト
の『
永
久
平
和
の
た
め
に
』（
1
7
9
1
年
）

を
思
い
起
こ
し

ま
す
。
カ
ン
ト

は
こ
の
本
で

「
平
和
と
は
す

べ
て
の
敵
意
を

な
く
す
こ
と
」、

「
常
備
軍
が
存

在
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
い
つ

で
も
戦
争
を
始

め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
軍

備
を
整
え
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、
ほ
か
の
国
を
た
え
ず
戦
争
の
脅
威
に
さ
ら
し
て
お

く
行
為
で
あ
る
。・
・
・
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
常
備
軍
の
兵
士
は
、
人
を
殺
害
す

る
た
め
、
ま
た
は
人
に
殺
害
さ
れ
る
た
め
に
雇
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
他
者（
国

家
）が
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る
機
械
や
道
具
と
し
て
人
間
を
使
用
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
人
格
に
お
け
る
人
間
性
の
権
利
と
一
致
し
な
い
こ
と
だ

ろ
う
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
憲
法
は
前
文
で
日
本
国
民
は「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
」こ
と
を
決
意
し
、「
国
家
の
名

誉
を
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
」

と
し
て
、
第
九
条
で
戦
争
放
棄
、
戦
力
の
不
保
持
・
交
戦
権
の
否
認
を
掲
げ
ま
し
た
。

前
文
の「
平
和
的
生
存
権
」と
第
九
条
の「
戦
争
放
棄
、
戦
力
の
不
保
持
」が
結
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
国
民
の
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た

と
言
え
ま
す
。

　

で
は
、
戦
後
68
年
を
振
り
返
っ
た
時
に
憲
法
九
条
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
1
9
5
0
年
6
月
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
す
る
と
警
察
予
備
隊

が
設
置
さ
れ
、
1
9
5
2
年
4
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
と
日
米
安
保
条

約
が
発
効
す
る
と
警
察
予
備
隊
は
保
安
隊
に
改
組
さ
れ
、
1
9
5
4
年
7
月
に
自
衛

隊
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
日
米
安
保
条
約
の
前
文
で
は「
日
本
国
は
・
・
・
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
が
そ
の
軍
隊
を
維
持
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
日

本
国
が
・
・
・
自
国
の
防
衛
の
た
め
漸
増
的
に
自
ら
責
任
を
負
う
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
旧
安
保
条
約
に
代
わ
っ
て
、
1
9
6
0
年
6
月
に
発
効
し
た

新
安
保
条
約
で
は
第
3
条
で「
武
力
攻
撃
に
抵
抗
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
、
憲
法

上
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
維
持
し
発
展
さ
せ
る
」、
第
5
条
で「
い
ず

れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
っ
て
共
通
の
危
機
に
対

処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
」こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
1
9
9
6
年
の
日
米
安
保

共
同
声
明
以
後
、「
日
米
安
保
協
力
」は「
日
米
同
盟
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
強
化
さ
れ
、

2
0
0
3
年
に
開
始
さ
れ
た
イ
ラ
ク
戦
争
に
は
イ
ラ
ク
特
措
法
の
も
と
、
自
衛
隊
が

「
人
道
復
興
支
援
」「
輸
送
活
動
」の
任
務
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
る
と
憲
法
九
条
は
空
洞
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
の
68
年
間
、
憲
法
九
条
の
お
か
げ
で
自
衛
隊
は
一
人
の
戦
死
者
も
出
さ
ず
、
外
国

人
を
戦
闘
で
一
人
も
殺
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴
訟
で
は

2
0
0
8
年
4
月
に
名
古
屋
高
等
裁
判
所
に
お
い
て「
イ
ラ
ク
で
の
航
空
自
衛
隊
の

輸
送
活
動
は
憲
法
9
条
1
項
に
違
反
す
る
」と
い
う
違
憲
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

平
和
的
生
存
権
の
具
体
的
権
利
性
も
肯
定
さ
れ
、
国
の
行
為
に
よ
っ
て
国
民
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
に
対
し
当
該
違
憲
行
為
の
差
し
止
め
請
求
や
損

害
賠
償
請
求
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
解
釈
改
憲
と
明
文
改
憲
の
両
面
で
改
憲
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
又
、
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
や
特
定
秘
密

保
護
法
の
制
定
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　

国
民
に
は
現
在
の
事
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
戦
争
体
験
を
次
世
代
に
継
承
し「
戦

争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
」た
め
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

国
際
連
合
憲
章
第
1
条
の
国
際
連
合
の
目
的
の
一
つ
に「
国
際
的
の
紛
争
又
は
事

態
の
調
整
又
は
解
決
を
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て
且
つ
正
義
及
び
国
際
法
の
原
則
に

従
っ
て
実
現
す
る
こ
と
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に
は
国
際
社
会

に
多
く
の
困
難
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
軍
縮
、
平
和
、
正
義
、
法
の
支
配
こ
そ
が
世
界
の
人
々
を
よ
り
安
全
で

よ
り
繁
栄
し
た
世
界
に
導
く
道
標
で
す
し
、
世
界
の
圧
倒
的
多
数
の
人
々
は
こ
の
方

向
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
は
多
国
間
対
話
を
通
じ
て「
平
和
的
安
全
保
障
」

を
実
践
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
1
9
7
6
年
に
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）を
締
結

し
、
武
力
の
行
使
も
威
嚇
も
違
法
と
し
、
紛
争
を
対
話
と
会
議
、
外
交
に
よ
っ
て
解

決
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
こ
に
憲
法
九
条
を
生
か
し
た
日
本
の
め
ざ
す
平
和

外
交
の
姿
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
憲
法
の「
崇
高
な
理
想
と
目
標
」に
向
か
っ
て
努
力

し
、
近
隣
諸
国
の
人
々
は
も
と
よ
り
世
界
の
人
々
と
の
友
好
を
実
現
し
て
は
じ
め
て
、

日
本
が
憲
法
前
文
に
い
う「
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
」を
占
め
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

（
長
崎
総
合
科
学
大
学
名
誉
教
授
）

○
十
月
は
本
協
会
の
事
務
所
が
あ
る
桶
屋
町
が
長
崎
く
ん
ち
踊
町
の
当
番
で
あ
っ
た
の

三
七
六
号　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
日

文
化
の
日
記
念
　
憲
法
九
条
の
理
念
を
生
か
す

で
会
の
世
話
人
一
同
、
何
に
彼
と
大
変
せ
わ
し
か
っ
た
が
、
其
の「
お
く
ん
ち
」も
過
ぎ
、

現
在
一
同
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

○
秋
と
言
え
ば
中
秋
の
名
月
。
中
国
の
詩
人
韓
愈
の
五
言
古
詩
の
一
節
に「
灯
火
稍
可
親
」

と
あ
り
、
我
が
国
で
は
之
を「
秋
の
夜
は
灯
火
親
し
む
可
し
」と
読
み
、「
秋
の
夜
長
は

読
書
に
親
し
み
な
さ
い
」と
解
し
、「
大
い
に
勉
強
し
教
養
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
」と
言
う
。

○
長
崎
の
事
で
現
在
も
大
い
に
気
に
か
か
る
事
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
韓
国
に
持
ち
去
ら

れ
た
佛
像
の
事
で
あ
り
、
二
つ
め
は
諫
早
干
拓
地
開
放
問
題
。
第
三
は
佐
世
保
の
石
木

ダ
ム
建
設
の
事
で
あ
る
。

○
古
歌
に
言
う「
打
つ
も
の
も　

打
た
る
る
者
も
心
せ
よ　

同
じ
御
国
の
み
民
な
ら
ず
や
」

今
一
度
、
皆
ん
な
で
話
し
合
い
は
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

○
先
週
の
水
曜
懇
話
会
で
吉
田
幸
男
氏
よ
り
長
崎
に
其
の
昔
、
大
阪
方
面
よ
り
来
航
し
た

千
石
船
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。
千
石
船
は
一
般
に
辨べ
ん
ざ
い
せ
ん

財
船
と
言
い
、
米
二
、

五
〇
〇
俵
を
積
む
事
が
で
き
、
帆ほ
が
か
り掛
は
一
本
で
二
十
四
反
の
帆
を
あ
げ
て
い
た
そ
う
で

あ
る
。
反
物
一
反
は
長
さ
が
2
丈
8
尺
〜
3
丈（
鯨
尺
）で
約
12
ｍ
で
あ
る
の
で
帆
は
其

の
二
十
四
倍
と
い
う
事
に
な
る
。
又
そ
の
時
に
潮
の
流
れ
や
季
節
風
の
事
な
ど
、
私
達

の
知
ら
な
い
事
を
多
く
教
え
て
戴
い
た
。

○
な
が
さ
き
経
済
十
月
号（
長
崎
経
済
研
究
所
刊
）に
よ
る
と
、
県
内
経
済
は「
横
這
い
な

が
ら
持
ち
直
し
の
動
き
あ
り
」と
あ
る
。「
県
下
の
水
産
・
観
光
・
公
共
工
事
と
も
に
増
加
」

「
雇
用
・
緩
や
か
な
改
善
傾
向
」「
住
宅
建
設
は
持
ち
直
し
の
動
き
」と
あ
り
、
良
い
事
で

す
ね
。

○
今
月
は
さ
す
が
に
読
書
の
秋
、
次
の
よ
う
に
各
方
面
よ
り
多
く
の
本
を
戴
い
た
。

一
、
若
木
太
一
先
生
よ
り
、
先
生
の
編
集
さ
れ
た『
長
崎
・
東
西
文
化
交
渉
史
の
舞
台
』。

内
容
は
明
清
時
代
に
長
崎
に
移
入
さ
れ
た
宗
教
・
学
問
・
文
化
の
多
方
面
に
わ
た
っ
て

の
各
位
の
論
考
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
先
生
の
御
苦
心
の
跡
が
本
の
全
体
に
沁
み
渡
っ

て
い
た
。（
勉
誠
出
版
刊
・
六
、〇
〇
〇
円
）

一
、
野
村
美
術
館
よ
り『
野
村
得
庵
の
文
化
遺
産
』。
本
書
は
野
村
銀
行
・
野
村
證
券
・
野

村
美
術
館
の
創
立
者
野
村
得
庵
師
が
日
本
文
化
振
興
の
為
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
を
ま
と

め
ら
れ
た
本
で
、
唯
、
感
激
し
て
読
ま
せ
て
戴
い
た
。（
思
文
閣
刊
・
三
、〇
〇
〇
円
）

一
、
大
田
由
紀
女
史
よ
り
自
著
の『
長
崎
く
ん
ち
考
』（
長
崎
文
献
社
刊
・
一
、六
八
〇
円
）

一
、
宮
川
雅
一
氏
よ
り
自
著
の『
郷
土
史
岡
目
八
目
』（
長
崎

新
聞
社
刊
・
一
、四
七
〇
円
）

　

両
書
共
に
長
崎
の
文
化
を
知
る
上
に
、
座
右
に
置
く
可

き
本
で
あ
る
事
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

大
矢
　
正
人

長崎・平和祈念像


